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資料１ 福島大学「解のない問い」に挑むデータサイエンス教育プログラム概要 
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資料２ デジタル競争力ランキング 2023 

 

 

出典：IMD「World Digital Competitiveness Ranking 2023」 
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資料３ DX 推進人材の「質」と「量」の確保の日米比較 

 

出典：独立行政法人情報処理推進機構（IPA）「DX 白書 2023」 
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資料４ デジタル田園都市国家構想基本方針 

出典：内閣官房デジタル田園都市国家構想実現会議事務局「デジタル田園都市国家構想基本方針について（令和４年６月）」より抜粋 
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資料５ 産業界が大学に求める、優先的に取り組むべき教育改革 

 

出典：一般社団法人日本経済団体連合会「採用と大学改革への期待に関するアンケート結果」 
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資料６ 福島県デジタル変革（DX）推進基本方針（概要） 

 
出典：福島県「福島県デジタル変革（DX）推進基本方針（令和３年９月）」概要版より抜粋 
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資料７ 福島県のデジタル活用状況 

 

出典：野村総合研究所「DCI にみる都道府県別デジタル度」 
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出典：野村総合研究所「DCI にみる都道府県別デジタル度」
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資料８ 福島県のデジタル人材の求人割合 

 
出典：V-RESAS（https://v-resas.go.jp/prefectures/07#digital-hr）（2024 年３月 14 日アクセス）、福島県のデジタル人材の求人割合 

全求人：22,119 件 

デジタル人材の求人：919 件 

福島県全体のデジタル人

材の求人割合：4.2％ 

全求人：20,552 件 

デジタル人材の求人：744 件 

福島県全体のデジタル人

材の求人割合：3.6％ 
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資料９ 高校生の進路意識と進路選択に関するアンケート調査 

 

出典：マイナビ進学総合研究所「高校生の進路意識と進路選択に関するアンケート調査（2019～2022 年度調査）」報告書（対象：2020 年３月卒高校生～2023 年３月卒高校生）より作成
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資料 10 理工学群卒業者の進路状況（2018～2022 年度） 
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1前 2 ○ 2 3

－ － 4 0 0 7 2 0 0 0 3

1前 2 ○ 1

1前 1 ○ 4 4クラス編成

－ － 3 0 0 1 0 0 0 0 4

1前・後 2 ○ 12 12クラス編成

1前・後 2 ○ 12 12クラス編成

－ － 4 0 0 0 0 0 0 0 20

心理学Ⅰ 1後 2 ○ 1

心理学Ⅱ 1後 2 ○ 1  

言語・文学Ⅰ 1後 2 ○ 1 隔年

言語・文学Ⅱ 1後 2 ○ 3 オムニバス

言語・文学Ⅲ 1前 2 ○ 2 隔年、オムニバス

美術 1後 2 ○ 1  

音楽 1後 2 ○ 4 隔年、オムニバス

教育と文化 1前 2 ○ 4 隔年、オムニバス

倫理学 1後 2 ○ 1 1 オムニバス

ことばの仕組み 1後 2 ○ 1

精神疾患とその治療 1前 2 ○ 1

哲学Ⅰ 1後 2 ○ 1 隔年

哲学Ⅱ 1後 2 ○ 1 隔年

－ － 0 26 0 1 0 0 0 0 21

日本国憲法 1後 2 ○ 2 2クラス編成
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歴史学Ⅰ 1後 2 ○ 3 隔年、オムニバス
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地理学Ⅰ 1後 2 ○ 1 隔年
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経済学Ⅱ 1前 2 ○ 1 隔年

農業と人間 1後 2 ○ 1 隔年

ジェンダー学入門 1前 2 ○ 1 隔年

政治学 1前 2 ○ 1 隔年

経営学 1後 2 ○ 1 隔年

－ － 0 26 0 0 0 0 0 0 15
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人体の構造と機能及び疾病(医学概論) 1後 2 ○ 1

マセマティカル・サイエンス 1後 2 ○ 2 隔年、オムニバス

－ － 0 18 0 10 3 0 0 0 3

2前 2 ○ 8 2 オムニバス、一部共同
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2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1
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－ － 2 8 0 8 0 0 0 0 7
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－ － 0 1 0 0 0 0 0 0 3
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データサイエンス実践演習

小計（5科目）

接
続
領
域

小計（13科目）

経済学Ⅰ

小計（13科目）

スタートアップセミナー

社会とデータ科学の基礎

小計（2科目）
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教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学群共生システム理工学類）

科目
区分
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主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置
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目
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taka-s
テキストボックス
資料11　教育課程等の概要

taka-s
テキストボックス
－学則変更の趣旨（資料）－16－



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

（

助

手

を

除

く
）

基

幹

教

員

以

外

の

教

員

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学群共生システム理工学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考

2前・後 2 ○ 11 11クラス編成

2前・後 2 ○ 11 11クラス編成

応用英語ⅩⅠ 1前 1 ○ 1

応用英語ⅩⅡ 1後 1 ○ 1

応用英語ⅩⅢ 1前 1 ○ 1

応用英語ⅩⅣ 1後 1 ○ 1

応用英語ⅩⅤ 1前 1 ○ 1

応用英語ⅩⅥ 1後 1 ○ 1

応用英語ⅩⅦ 1前 1 ○ 1

応用英語ⅩⅧ 1後 1 ○ 1

応用英語ⅩⅨ 1前 1 ○ 1

応用英語ⅩⅩ 1後 1 ○ 1

ドイツ語基礎Ⅰ 1前 1 ○ 3 3クラス編成

ドイツ語基礎Ⅱ 1後 1 ○ 3 3クラス編成

ドイツ語基礎（特設）Ⅰ 1前 1 ○ 2 2クラス編成

ドイツ語基礎（特設）Ⅱ 1後 1 ○ 2 2クラス編成

ドイツ語応用Ⅰ 2前 1 ○ 1

ドイツ語応用Ⅱ 2後 1 ○ 1

フランス語基礎Ⅰ 1前 1 ○ 3 3クラス編成

フランス語基礎Ⅱ 1後 1 ○ 3 3クラス編成

フランス語基礎（特設）Ⅰ 1前 1 ○ 1

フランス語基礎（特設）Ⅱ 1後 1 ○ 1

フランス語応用Ⅰ 2前 1 ○ 2 2クラス編成

フランス語応用Ⅱ 2後 1 ○ 2 2クラス編成

中国語基礎Ⅰ 1前 1 ○ 7 7クラス編成

中国語基礎Ⅱ 1後 1 ○ 7 7クラス編成

中国語基礎（特設）Ⅰ 1前 1 ○ 3 3クラス編成

中国語基礎（特設）Ⅱ 1後 1 ○ 3 3クラス編成

中国語応用Ⅰ 2前 1 ○ 5 5クラス編成

中国語応用Ⅱ 2後 1 ○ 5 5クラス編成

ロシア語基礎Ⅰ 1前 1 ○ 2 2クラス編成

ロシア語基礎Ⅱ 1後 1 ○ 2 2クラス編成

ロシア語基礎（特設）Ⅰ 1前 1 ○ 1

ロシア語基礎（特設）Ⅱ 1後 1 ○ 1

ロシア語応用Ⅰ 2前 1 ○ 2 2クラス編成

ロシア語応用Ⅱ 2後 1 ○ 2 2クラス編成

韓国朝鮮語基礎Ⅰ 1前 1 ○ 3 3クラス編成

韓国朝鮮語基礎Ⅱ 1後 1 ○ 3 3クラス編成

韓国朝鮮語基礎（特設）Ⅰ 1前 1 ○ 2 2クラス編成

韓国朝鮮語基礎（特設）Ⅱ 1後 1 ○ 2 2クラス編成

韓国朝鮮語応用Ⅰ 2前 1 ○ 2 2クラス編成

韓国朝鮮語応用Ⅱ 2後 1 ○ 2 2クラス編成

小計（42科目） － － 0 44 0 0 0 0 0 0 43

日本語ⅠＡ 1前 1 ○ 1

日本語ⅠＢ 1前 1 ○ 1

日本語ⅡＡ 1後 1 ○ 1

日本語ⅡＢ 1後 1 ○ 1

日本語ⅢＡ 2前 1 ○ 1

日本語ⅢＢ 2前 1 ○ 1

日本語ⅣＡ 2後 1 ○ 1

日本語ⅣＢ 2後 1 ○ 1

－ － 0 8 0 0 0 0 0 0 1

日本事情Ⅰ 1前 2 ○ 1 隔年

日本事情Ⅱ 1後 2 ○ 1 隔年

日本事情Ⅲ 1前 2 ○ 1 隔年

日本事情Ⅳ 1後 2 ○ 1 隔年

－ － 0 8 0 0 0 0 0 0 1

1前・後 2 ○ 1 5 8クラス編成

－ － 0 2 0 0 1 0 0 0 5
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日
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英語ＢⅠ
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taka-s
テキストボックス
－学則変更の趣旨（資料）－17－



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

（

助

手

を

除

く
）

基

幹

教

員

以

外

の

教

員

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学群共生システム理工学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考

哲学カフェ 1前 2 ○ 1

ＮＰＯ論 1後 2 ○ 1 隔年

福島のブランド農業 1前 2 ○ 2 オムニバス

震災農村復興論 1後 2 ○ 2 オムニバス

大学で学ぶ 1前 2 ○ 1

評価論入門 1後 2 ○ 1

ふくしま未来学入門Ⅰ 1前 2 ○ 1 9 オムニバス

ふくしま未来学入門Ⅱ 1後 2 ○ 8 オムニバス

ボランティア論 1前 2 ○ 1

むらの大学 1後 2 ○ 2 オムニバス

むらの大学（合宿版） 1後 1 ○ 2

生活探究演習 1前 2 ○ 3 隔年

環境放射能学入門 1後 2 ○ 1 7 オムニバス

データ分析入門 1後 2 ○ 2 オムニバス

暮らしと仕事と大学生 1前 2 ○ 4 オムニバス

地域と世界の未来をつくる科学 1後 2 ○ 3 1 オムニバス

ＳＴＥＡＭ実践学修 1前 2 ○ 1 5 オムニバス

災害復興学 1後 2 ○ 1

人・食・環境・生物の共生関係 1後 2 ○ 11 オムニバス

ＳＤＧｓと経営 1前 2 ○ 1

思想史から考える政治 1後 2 ○ 1

福島の地域データ 1前 2 ○ 1

地方と若者 1前 2 ○ 1

大学的福島ガイド 1後 2 ○ 1

－ － 0 47 0 5 2 0 0 0 52

自主学修プログラム 1前 1 ○ 1

－ － 0 1 0 1 0 0 0 0 0

1後 2 ○ 5 2 7クラス編成、一部共同

－ － 2 0 0 5 2 0 0 0 0

1前 ○ 2 ○ 1

－ － 2 0 0 1 0 0 0 0 0

1前 ○ 2 ○ 2 オムニバス

1前 ○ 2 ○ 2 2 オムニバス

－ － 4 0 0 2 4 0 0 0 0

1前 ○ 2 ○ 1

1後 ○ 2 ○ 1 1 2クラス編成

1前 ○ 2 ○ 1

1前 ○ 2 ○ 3 2 オムニバス

1前 ○ 2 ○ 1

1後 ○ 2 ○ 1

1後 ○ 2 ○ 1

1後 ○ 2 ○ 1

1後 ○ 2 ○ 3 2 オムニバス

1後 ○ 2 ○ 2 オムニバス

2前 ○ 2 ○ 1 7 オムニバス

－ － 4 18 0 14 5 0 0 0 8

3前 ○ 2 ○ 1

－ － 2 0 0 1 0 0 0 0 0

【専門教育科目】

自

主

学

修

プ

ロ

グ

ラ

ム 小計（1科目）

学
類
共
通
領
域

学
類

共
通

科
目

共生の科学Ⅰ

学
類

専
門

科
目

共生の科学Ⅱ

小計（1科目）

－

問
題
探
究
科
目

問
題
探
究
領
域

－

－小計（24科目）

問

題

探

究

セ

ミ

ナ
ー

問題探究セミナーⅠ

小計（1科目）

－

接
続
領

域
科
目

学
類
基
礎
科
目

数学Ⅱ

数学Ⅲ

物理学Ⅱ

化学Ⅱ

地球科学

環境放射能学概論

小計（1科目）

接続数学

接続理科

小計（2科目） －

数学Ⅰ

プログラミング基礎

物理学Ⅰ

化学Ⅰ

生物学

小計（11科目） －

－

taka-s
テキストボックス
－学則変更の趣旨（資料）－18－
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学群共生システム理工学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考

2前 ◯ 2 ◯ 1

2前 ○ 2 ○ 1

2前 ○ 2 ○ 1 2クラス編成

2前 ◯ 2 ○ 1

2後 ◯ 2 ○ 1

2後 ○ 2 ○ 1

－ － 12 0 0 3 1 0 0 0 2

2前 ◯ 2 ○ 1

2前 ◯ 2 ○ 1

2前 ◯ 2 ○ 1

2後 ◯ 2 ○ 1

2後 ◯ 2 ○ 1

2後 ◯ 2 ○ 1

2後 ◯ 2 ○ 1

2後 ◯ 2 ○ 1

2後 ◯ 2 ○ 1

3前 ◯ 2 ○ 1

3前 ◯ 2 ○ 1

3前 ◯ 2 ○ 1

3前 ◯ 2 ○ 1

3前 ◯ 2 ○ 1

2前 ◯ 2 ○ 1

2前 ◯ 2 ○ 1

2前 ◯ 2 ○ 1

2前 ◯ 2 ○ 1

2前 ◯ 2 ○ 4 2 オムニバス

2後 ◯ 2 ○ 1

2後 ◯ 2 ○ 1

2後 ◯ 2 ○ 1

2後 ◯ 2 ○ 1

2後 ◯ 2 ○ 1

3前 ◯ 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

情報と職業 3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

4前 2 ○ 1

－ － 0 74 0 9 5 0 0 0 6

2後 ◯ 2 ◯ 7 5 3

2前 ◯ 2 ○ 1 1 2クラス編成

2後 ◯ 2 ○ 2

3前 ◯ 2 ○ 1

3前 ◯ 2 ○ 2 1 オムニバス

3後 ◯ 2 ○ 2 オムニバス

3後 ◯ 2 ○ 1

2後 ◯ 2 ○ 4 2 オムニバス

3前 ○ 2 ○ 4 2 5クラス編成、一部共同

－ － 6 12 0 7 5 0 0 0 3

産業・社会調査法

経営システム概論

数理モデリング

基礎解析学Ⅲ

解析学Ⅱ

アルゴリズムとデータ構造Ⅱ

ソフトウェア設計開発論

プログラミング言語論

応用オペレーションズ・リサーチ

デジタル信号処理

品質管理

サプライチェーンマネジメント

人間工学

製品開発概論

循環型産業論

計画と数理

マルチメディアシステム論

形式言語とコンパイラ

情報科教育法Ⅰ

情報科教育法Ⅱ

エコロジカル経済学

最適化と数理

人工知能と知識処理

情報理論

知的財産権論

プログラミングⅡ

プログラミングⅢ

数理・情報学ゼミⅠ

数理・情報学ゼミⅡ

応用情報学演習

経営システム演習Ⅰ

経営システム演習Ⅱ

小計（9科目）

経営工学

生産管理概論

流通管理概論

ネットワークシステム

コ
ー

ス
領
域

情
報
理
工
学
コ
ー

ス

（

コ
ー

ス
基
礎
科

目
）

線形写像と幾何Ⅰ

集合と位相Ⅰ

情報科学概論

計算機システム論

データベースシステム

アルゴリズムとデータ構造Ⅰ

小計（6科目） －

情
報
理
工
学
コ
ー

ス
（

コ
ー

ス
専
門
科
目
）

基礎解析学Ⅰ

離散数学

情報社会と情報倫理

基礎解析学Ⅱ

線形写像と幾何Ⅱ

集合と位相Ⅱ

解析学Ⅰ

小計（37科目） －

情
報
理
工
学
コ
ー

ス
（

コ
ー

ス

実
践
科
目
）

問題探究セミナーⅡ

プログラミングⅠ

－

taka-s
テキストボックス
－学則変更の趣旨（資料）－19－
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学群共生システム理工学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考

2前 ◯ 2 ◯ 1

2前 ◯ 2 ◯ 1

2前 ◯ 2 ◯ 1

2後 ◯ 2 ◯ 1

2後 ◯ 2 ◯ 1

2後 ◯ 2 ◯ 1

－ － 12 0 0 4 2 0 0 0 0

情報科学概論 2前 2 ◯ 1 2クラス編成

2前 ◯ 2 ◯ 1

2前 ◯ 2 ◯ 1

2後 ◯ 2 ◯ 1

2後 ◯ 2 ◯ 1

2後 ◯ 2 ◯ 1

3前 ◯ 2 ◯ 1

デジタル信号処理 3前 ◯ 2 ◯ 1

統計力学 3前 ◯ 2 ◯ 1

医用工学 3前 ◯ 2 ◯ 1

2前 2 ◯ 1

2前 2 ◯ 1

計算機システム論 2前 2 ◯ 1

基礎解析学Ⅰ 2前 2 ◯ 1

線形写像と幾何Ⅰ 2前 2 ◯ 1

物理化学 2前 2 ◯ 1

アルゴリズムとデータ構造Ⅰ 2後 2 ◯ 1

線形写像と幾何Ⅱ 2後 2 ◯ 1

機器分析 2後 2 ◯ 2 オムニバス

理科教育法Ⅰ 2後 2 ◯ 1

理科教育法Ⅳ 2後 2 ◯ 1 1 オムニバス

解析学Ⅰ 2後 2 ◯ 1

基礎解析学Ⅱ 2後 2 ◯ 1

基礎解析学Ⅲ 3前 2 ◯ 1

理科教育法Ⅱ 3前 2 ◯ 1 1 オムニバス

解析学Ⅱ 3前 2 ◯ 1

放射線科学 3前 2 ◯ 2 1 オムニバス

3前 2 ◯ 1

理科教育法Ⅲ 3後 2 ◯ 1

人工知能と知識処理 3後 2 ◯ 1

知的財産権論 4前 2 ◯ 1

－ － 0 62 0 11 9 0 0 0 5

2後 ◯ 2 ◯ 5 3 オムニバス

2前 ◯ 2 ◯ 2 1 オムニバス

2前 ◯ 2 ◯ 1

化学実験Ⅰ 2前 2 ◯ 7 3 オムニバス

プログラミングⅠ 2前 2 ◯ 1 1 2クラス編成

プログラミングⅡ 2後 2 ◯ 2

ＣＡＤ・機械加工実習 2後 ◯ 2 ◯ 2 1 オムニバス

3前 ◯ 2 ◯ 1 2 オムニバス

－ － 6 10 0 15 6 0 0 0 1

制御工学

人間工学

量子力学

コ
ー

ス
領
域

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス

コ
ー

ス
（

コ
ー

ス
基

礎
科
目
）

数理モデリング

材料力学

電気回路

小計（6科目） －

基礎物性物理

機構学

神経・生理心理学

電子回路

計測工学

流体力学

熱力学

材料工学

小計（31科目） －

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
コ
ー

ス

（

コ
ー

ス
実
践
科
目
）

問題探究セミナーⅡ

物理学実験

物理・システム工学演習

電子・生体工学実験

小計（8科目） －

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
コ
ー

ス
（

コ
ー

ス
専
門
科
目
）

心理学研究法

taka-s
テキストボックス
－学則変更の趣旨（資料）－20－
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学群共生システム理工学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考

2前 ○ 2 ◯ 1

2前 ◯ 2 ◯ 1

2前 ◯ 2 ◯ 1

2前 ◯ 2 ◯ 1

無機化学 2後 ◯ 2 ◯ 2 オムニバス

2後 ◯ 2 ◯ 1

－ － 12 0 0 3 2 0 0 0 0

情報科学概論 2前 2 ◯ 1 2クラス編成

2前 ◯ 2 ◯ 1

2前 ◯ 2 ◯ 1

2前 ◯ 2 ◯ 1

2後 ◯ 2 ◯ 2 オムニバス

2後 ◯ 2 ◯ 1

2後 ◯ 2 ◯ 1

2後 ◯ 2 ◯ 2 オムニバス

3前 ◯ 2 ◯ 1

3前 ◯ 2 ◯ 1

3前 ◯ 2 ◯ 2 オムニバス

3後 ◯ 2 ◯ 1

2前 2 ◯ 1

2前 2 ◯ 1

2前 2 ◯ 1

2前 2 ◯ 1

2前 2 ◯ 1

2前 2 ◯ 1

2後 2 ◯ 1

2後 2 ◯ 1

2後 2 ◯ 1

2後 2 ◯ 1

2後 2 ◯ 1

2後 2 ◯ 1

2後 2 ◯ 1

2後 2 ◯ 1

2後 2 ◯ 1

2後 2 ◯ 1

2後 2 ◯ 1 1 オムニバス

3前 2 ◯ 2 1 オムニバス

3前 2 ◯ 1

理科教育法Ⅱ 3前 2 ◯ 1 1 オムニバス

3後 2 ◯ 1

4前 2 ◯ 1

－ － 0 68 0 12 8 0 0 0 4

2後 ◯ 2 ◯ 7 3 オムニバス

2前 ◯ 2 ◯ 7 3 オムニバス

2後 ◯ 2 ◯ 6 3 オムニバス

2前 2 ◯ 2 1 オムニバス

3前 ◯ 2 ◯ 6 3 オムニバス

4後 2 ◯ 1

－ － 6 6 0 9 5 0 0 0 0

物理化学

生化学

資源・エネルギー工学

高分子化学

基礎解析学Ⅱ

循環型産業論

製品開発概論

品質管理

－

熱力学

材料工学

環境衛生科学

機器分析

化学工学

コ
ー

ス
領
域

分
子
デ
ザ
イ
ン
科
学

コ
ー

ス
（

コ
ー

ス
基

礎
科
目
）

基礎無機化学

基礎有機化学

分析化学

有機化学

小計（6科目）

発展無機化学

再生可能エネルギーⅠ

再生可能エネルギーⅡ

基礎物性物理

電気回路

材料力学

基礎解析学Ⅰ

地質学概論

生態学基礎

理科教育法Ⅰ

理科教育法Ⅳ

放射線科学

流体力学

理科教育法Ⅲ

知的財産権論

－

分
子
デ
ザ
イ
ン
科
学

コ
ー

ス
（

コ
ー

ス
実

践
科
目
）

問題探究セミナーⅡ

化学実験Ⅰ

化学実験Ⅱ

物理学実験

化学実験Ⅲ

サイエンスライティング演習

小計（6科目） －

小計（34科目）

分
子
デ
ザ
イ
ン
科
学
コ
ー

ス
（

コ
ー

ス
専
門
科
目
）

生物多様性概論

量子力学

制御工学

計測工学

電子回路

taka-s
テキストボックス
－学則変更の趣旨（資料）－21－
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学群共生システム理工学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考

2前 ◯ 2 ◯ 1

2前 ◯ 2 ◯ 1

2後 ◯ 2 ◯ 1 1 オムニバス

2後 ◯ 2 ◯ 9 2 1 オムニバス

－ － 8 0 0 9 2 0 0 0 1

情報科学概論 2前 2 ◯ 1 2クラス編成

2前 ◯ 2 ◯ 1

2前 ◯ 2 ◯ 1

2前 ◯ 2 ◯ 1

2前 2 ◯ 1

2前 2 ◯ 1

2前 2 ◯ 1

2前 ◯ 2 ◯ 2 オムニバス

2後 ◯ 2 ◯ 1

2後 ◯ 2 ◯ 1

2後 ◯ 2 ◯ 1

2後 ◯ 2 ◯ 1

2後 ◯ 2 ◯ 1

2後 ◯ 2 ◯ 1

2後 2 ◯ 2 オムニバス

3前 ○ 2 ◯ 1

3前 ◯ 2 ◯ 1

3前 ○ 2 ◯ 1

2前 2 ◯ 1

2前 2 ◯ 1

2前～ 2 ◯ 1 隔年

2前～ 2 ◯ 1 隔年

2前～ 2 ◯ 1 隔年

2前～ 2 ◯ 1 隔年

2前～ 2 ◯ 1 隔年

2前～ 2 ◯ 1 隔年

2前～ 2 ◯ 1 隔年

2前～ 2 ◯ 1 隔年

2後 2 ◯ 1

資源・エネルギー工学 2後 2 ◯ 2 オムニバス

生化学 2後 2 ◯ 1

理科教育法Ⅰ 2後 2 ◯ 1

理科教育法Ⅳ 2後 2 ◯ 1 1 オムニバス

解析学Ⅰ 2後 2 ◯ 1

2後 2 ◯ 1

3前 2 ◯ 1 1 オムニバス

3前 2 ◯ 2 1 オムニバス

3前 2 ◯ 2 オムニバス

3前 2 ◯ 1

3前 2 ◯ 1

3前 2 ◯ 1

3前～ 2 ◯ 1 隔年

3後 2 ◯ 1

3後 2 ◯ 1

－ － 0 88 0 16 8 0 0 0 7

環
境
シ
ス
テ
ム
コ
ー

ス
（

コ
ー

ス
専
門
科
目
）

流域水文学

コ
ー

ス
領
域

環
境
シ
ス
テ
ム

コ
ー

ス
（

コ
ー

ス
基
礎
科
目
）

水循環システム学概論

環境計画論

環境保全論

生物・地球環境システム概論

小計（4科目）

保全遺伝学

環境微生物学

環境文化論

社会情報分析

機器分析

循環型産業論

森林生態学

水循環システム学

流体力学

サウンドスケープ

エコロジカル経済学

気象学

地質学概論

生物多様性概論

分析化学

基礎無機化学

地下水盆管理学

生態学基礎

生命環境の科学Ⅰ

理科教育法Ⅲ

基礎有機化学

環境衛生科学

熱力学

社会計画概論

生涯学習社会と学校・家庭・地域

博物館学概論

博物館教育論

博物館経営論

博物館資料保存論

再生可能エネルギーⅡ

博物館資料論

小計（44科目）

理科教育法Ⅱ

放射線科学

再生可能エネルギーⅠ

解析学Ⅱ

博物館情報・メディア論

博物館展示論

－

－

taka-s
テキストボックス
－学則変更の趣旨（資料）－22－
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学群共生システム理工学類）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次
主要授
業科目

単位数 授業形態 基幹教員等の配置

備考

2後 ◯ 2 ◯ 5 オムニバス

2前 ◯ 1 ◯ 1

2後 ◯ 2 ◯ 2 オムニバス

2後・3前 ◯ 2 ◯ 2 1 オムニバス

3前 ◯ 2 ◯ 2 オムニバス

3前 ◯ 2 ◯ 1

3前 ◯ 2 ◯ 2 1 オムニバス

3後 ◯ 2 ◯ 1

4後 ◯ 2 ◯ 1

2前 2 ◯ 7 3 オムニバス

2前 2 ○ 1 1 2クラス編成

2前 ◯ 1 ◯ 1

2前 ◯ 1 ◯ 1

2前 1~2 ◯ 3 1 1 5クラス編成

2前 1~2 ◯ 3 1 1 5クラス編成

3前 ◯ 1 ◯ 1

3前 ◯ 1 ◯ 2 オムニバス

－ － 2 25～27 0 17 4 0 0 0 2

3後 ○ 2 ○ 32 21

4前 ○ 2 ○ 32 21

－ － 4 0 0 32 21 0 0 0 0

4前 ○ 2 ○ 32 21

4後 ○ 2 ○ 32 21

－ － 4 0 0 32 21 0 0 0 0

－ － 99
552
～
554

0 32 21 0 0 0 0

小計（17科目）

地球環境調査法

地域環境計画演習

化学実験Ⅰ

森林調査法

他大学野外実習Ⅰ（集中）

他大学野外実習Ⅱ（集中）

社会計画演習

地球環境科学実験

生物多様性保全実習

土壌・水圏微生物学実験

保全生物学実験

水理学演習

サイエンスライティング演習

合計（355科目） －

学位又は称号 学士（理工学） 学位又は学科の分野 理学関係、工学関係

－

演
習

演習Ⅰ

演習Ⅱ

小計（2科目） －

卒
業
研
究

卒業研究Ⅰ

卒業研究Ⅱ

小計（2科目） －

環
境
シ
ス
テ
ム
コ
ー

ス
（

コ
ー

ス
実
践
科
目
）

問題探究セミナーⅡ

プログラミングI

気象データ解析

自然環境調査法

taka-s
テキストボックス
－学則変更の趣旨（資料）－23－



卒 業 ・ 修 了 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

（卒業要件） １学年の学期区分 ２学期

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学群共生システム理工学類）

基盤教育科目34単位、専門教育科目80単位、自由選択科目10単位、合計124単位 １学期の授業期間 １５週

＜基盤教育科目＞ １時限の授業の標準時間 ９０分

（接続領域）11単位（必修）
「スタートアップセミナー」2単位必修、「社会とデータ科学の基礎」2単位必修、「キャリア形成論」2単位必修、
「健康運動科学実習」1単位必修、「英語AⅠ」・「英語AⅡ」4単位必修

（教養領域）12単位（必修2単位、選択10単位）
学術基礎科目　人文科学分野から2単位選択、社会科学分野から2単位選択、自然科学分野から2単位選択
キャリア設計科目　「キャリアモデル学習」2単位必修
外国語科目　4単位選択

（問題探究領域）4単位（必修2単位、選択2単位）
「問題探究セミナーⅠ」2単位必修、 問題探究科目から2単位選択

（教養領域・問題探究領域）上記の単位数に加え、教養領域、問題探究領域からさらに7単位選択

【情報理工学コース】
＜基盤教育科目＞34単位（必修15単位、選択19単位）
＜専門教育科目＞80単位（必修38単位、選択42単位）

（学類共通領域　学類共通科目）2単位（必修）
（学類共通領域　接続領域科目）4単位（必修）
（学類共通領域　学類基礎科目）14単位（必修4単位、選択10単位）

必修4単位
「物理学Ⅰ」、「化学Ⅰ」、「生物学」、「数学Ⅱ」、「数学Ⅲ」、「物理学Ⅱ」、「化学Ⅱ」、「地球科学」、「環境放射能学概論」か
ら10単位選択

（学類共通領域　学類専門科目）2単位（必修）
（コース領域　コース基礎科目）12単位（必修）
（コース領域　コース専門科目）28単位（選択）

「基礎解析学Ⅰ」、「離散数学」、「情報社会と情報倫理」、「基礎解析学Ⅱ」、「線形写像と幾何Ⅱ」、「集合と位相Ⅱ」、「解析学
Ⅰ」、「ソフトウェア設計開発論」、「プログラミング言語論」、「基礎解析学Ⅲ」、「計画と数理」、「マルチメディアシステム論」、
「形式言語とコンパイラ」、「ネットワークシステム」から12単位選択、または「経営工学」、「生産管理概論」、「流通管理概論」、
「産業・社会調査法」、「経営システム概論」、「応用オペレーションズ・リサーチ」、「品質管理」、「サプライチェーンマネジメン
ト」、「製品開発概論」、「循環型産業論」、「エコロジカル経済学」から12単位選択
「基礎解析学Ⅰ」、「離散数学」、「情報社会と情報倫理」、「基礎解析学Ⅱ」、「線形写像と幾何Ⅱ」、「集合と位相Ⅱ」、「解析学
Ⅰ」、「ソフトウェア設計開発論」、「プログラミング言語論」、「基礎解析学Ⅲ」、「計画と数理」、「マルチメディアシステム論」、
「形式言語とコンパイラ」、「ネットワークシステム」、「経営工学」、「生産管理概論」、「流通管理概論」、「産業・社会調査法」、
「経営システム概論」、「応用オペレーションズ・リサーチ」、「品質管理」、「サプライチェーンマネジメント」、「製品開発概論」、
「循環型産業論」、「エコロジカル経済学」、「数理モデリング」、「人間工学」、「解析学Ⅱ」、「アルゴリズムとデータ構造Ⅱ」、
「情報と職業」、「情報科教育法Ⅰ」、「情報科教育法Ⅱ」、「デジタル信号処理」、「最適化と数理」、「人工知能と知識処理」、「情
報理論」、「知的財産権論」からさらに16単位選択

（コース領域　コース実践科目）10単位（必修6単位、選択4単位）
必修6単位
「プログラミングⅢ」、「数理・情報学ゼミⅠ」、「数理・情報学ゼミⅡ」、「応用情報学演習」、「経営システム演習Ⅰ」、「経営シス
テム演習Ⅱ」から4単位選択

（演習）4単位（必修）
（卒業研究）4単位（必修）

＜自由選択科目＞10単位

　上記の基盤教育科目、専門教育科目の単位数に加え、基盤教育科目、専門教育科目、教職科目、学芸員科目、海外演習、他学類専門科目からさ
らに10単位選択

【メカトロニクスコース】
＜基盤教育科目＞34単位（必修15単位、選択19単位）
＜専門教育科目＞80単位（必修38単位、選択42単位）

（学類共通領域　学類共通科目）2単位（必修）
（学類共通領域　接続領域科目）4単位（必修）
（学類共通領域　学類基礎科目）14単位（必修4単位、選択10単位）

必修4単位
「物理学Ⅰ」、「化学Ⅰ」、「生物学」、「数学Ⅱ」、「数学Ⅲ」、「物理学Ⅱ」、「化学Ⅱ」、「地球科学」、「環境放射能学概論」か
ら10単位選択

（学類共通領域　学類専門科目）2単位（必修）
（コース領域　コース基礎科目）12単位（必修）
（コース領域　コース専門科目）28単位（選択）

「情報科学概論」、「基礎物性物理」、「機構学」、「神経・生理心理学」、「電子回路」、「計測工学」、「流体力学」、「デジタル信
号処理」、「統計力学」、「医用工学」から12単位選択
「情報科学概論」、「基礎物性物理」、「機構学」、「神経・生理心理学」、「電子回路」、「計測工学」、「流体力学」、「デジタル信
号処理」、「統計力学」、「医用工学」、「熱力学」、「材料工学」、「計算機システム論」、「基礎解析学Ⅰ」、「線形写像と幾何
Ⅰ」、「物理化学」、「アルゴリズムとデータ構造Ⅰ」、「線形写像と幾何Ⅱ」、「機器分析」、「理科教育法Ⅰ」、「理科教育法Ⅳ」、
「解析学Ⅰ」、「基礎解析学Ⅱ」、「基礎解析学Ⅲ」、「理科教育法Ⅱ」、「解析学Ⅱ」、「放射線科学」、「心理学研究法」、「理科教
育法Ⅲ」、「人工知能と知識処理」、「知的財産権論」からさらに16単位選択

（コース領域　コース実践科目）10単位（必修6単位、選択4単位）
必修6単位
「化学実験Ⅰ」、「プログラミングⅠ」、「プログラミングⅡ」、「CAD・機械加工実習」、「電子・生体工学実験」から4単位選択

（演習）4単位（必修）
（卒業研究）4単位（必修）

taka-s
テキストボックス
－学則変更の趣旨（資料）－24－



別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学群共生システム理工学類）

＜自由選択科目＞10単位

　上記の基盤教育科目、専門教育科目の単位数に加え、基盤教育科目、専門教育科目、教職科目、学芸員科目、海外演習、他学類専門科目からさ
らに10単位選択

【分子デザイン科学コース】
＜基盤教育科目＞34単位（必修15単位、選択19単位）
＜専門教育科目＞80単位（必修38単位、選択42単位）

（学類共通領域　学類共通科目）2単位（必修）
（学類共通領域　接続領域科目）4単位（必修）
（学類共通領域　学類基礎科目）14単位（必修4単位、選択10単位）

必修4単位
「物理学Ⅰ」、「化学Ⅰ」、「生物学」、「数学Ⅱ」、「数学Ⅲ」、「物理学Ⅱ」、「化学Ⅱ」、「地球科学」、「環境放射能学概論」か
ら10単位選択

（学類共通領域　学類専門科目）2単位（必修）
（コース領域　コース基礎科目）12単位（必修）
（コース領域　コース専門科目）28単位（選択）

「情報科学概論」、「熱力学」、「材料工学」、「環境衛生科学」、「機器分析」、「化学工学」、「生化学」、「資源・エネルギー工
学」、「高分子化学」、「発展無機化学」、「再生可能エネルギーⅠ」、「再生可能エネルギーⅡ」から12単位選択

「情報科学概論」、「熱力学」、「材料工学」、「環境衛生科学」、「機器分析」、「化学工学」、「生化学」、「資源・エネルギー工
学」、「高分子化学」、「発展無機化学」、「再生可能エネルギーⅠ」、「再生可能エネルギーⅡ」、「基礎物性物理」、「電気回路」、
「材料力学」、「基礎解析学Ⅰ」、「地質学概論」、「生物多様性概論」、「量子力学」、「制御工学」、「計測工学」、「電子回路」、
「基礎解析学Ⅱ」、「循環型産業論」、「製品開発概論」、「品質管理」、「生態学基礎」、「理科教育法Ⅰ」、「理科教育法Ⅳ」、「放
射線科学」、「流体力学」、「理科教育法Ⅱ」、「理科教育法Ⅲ」、「知的財産権論」からさらに16単位選択

（コース領域　コース実践科目）10単位（必修6単位、選択4単位）
必修6単位
「物理学実験」、「化学実験Ⅲ」、「サイエンスライティング演習」から4単位選択

（演習）4単位（必修）
（卒業研究）4単位（必修）

＜自由選択科目＞10単位

　上記の基盤教育科目、専門教育科目の単位数に加え、基盤教育科目、専門教育科目、教職科目、学芸員科目、海外演習、他学類専門科目からさ
らに10単位選択

【環境システムコース】
＜基盤教育科目＞34単位（必修15単位、選択19単位）
＜専門教育科目＞80単位（必修30単位、選択50単位）

（学類共通領域　学類共通科目）2単位（必修）
（学類共通領域　接続領域科目）4単位（必修）
（学類共通領域　学類基礎科目）14単位（必修4単位、選択10単位）

必修4単位
「物理学Ⅰ」、「化学Ⅰ」、「生物学」、「数学Ⅱ」、「数学Ⅲ」、「物理学Ⅱ」、「化学Ⅱ」、「地球科学」、「環境放射能学概論」か
ら10単位選択

（演習）4単位（必修）
（卒業研究）4単位（必修）

＜自由選択科目＞10単位

　上記の基盤教育科目、専門教育科目の単位数に加え、基盤教育科目、専門教育科目、教職科目、学芸員科目、海外演習、他学類専門科目からさ
らに10単位選択

【履修科目の登録の上限】30単位（各学期）
　ただし、前後期開講科目については後期履修登録扱いとすることができる。

　また、専門教育科目以外の教職科目、集中講義はこの上限数から除かれる。

（学類共通領域　学類専門科目）2単位（必修）
（コース領域　コース基礎科目）8単位（必修）
（コース領域　コース専門科目）32単位（選択）

「情報科学概論」、「気象学」、「地質学概論」、「生物多様性概論」、「分析化学」、「基礎無機化学」、「基礎有機化学」、「社会計
画概論」、「地下水盆管理学」、「流域水文学」、「生態学基礎」、「保全遺伝学」、「環境微生物学」、「環境文化論」、「機器分
析」、「森林生態学」、「水循環システム学」、「サウンドスケープ」から12単位選択
「情報科学概論」、「気象学」、「地質学概論」、「生物多様性概論」、「分析化学」、「基礎無機化学」、「基礎有機化学」、「社会計
画概論」、「地下水盆管理学」、「流域水文学」、「生態学基礎」、「保全遺伝学」、「環境微生物学」、「環境文化論」、「機器分
析」、「森林生態学」、「水循環システム学」、「サウンドスケープ」、「環境衛生科学」、「熱力学」、「生涯学習社会と学校・家庭・
地域」、「博物館学概論」、「博物館教育論」、「博物館経営論」、「博物館資料保存論」、「博物館資料論」、「博物館情報・メディア
論」、「博物館展示論」、「社会情報分析」、「資源・エネルギー工学」、「生化学」、「理科教育法Ⅰ」、「理科教育法Ⅳ」、「解析学
Ⅰ」、「循環型産業論」、「理科教育法Ⅱ」、「放射線科学」、「再生可能エネルギーⅠ」、「解析学Ⅱ」、「流体力学」、「エコロジカ
ル経済学」、「生命環境の科学Ⅰ」、「理科教育法Ⅲ」、「再生可能エネルギーⅡ」からさらに20単位選択

（コース領域　コース実践科目）10単位（必修2単位、選択8単位）
必修2単位
「気象データ解析」、「社会計画演習」、「地球環境科学実験」、「地域環境計画演習」、「土壌・水圏微生物学実験」、「保全生物学実
験」、「水理学演習」、「サイエンスライティング演習」から4単位選択

「気象データ解析」、「社会計画演習」、「地球環境科学実験」、「地域環境計画演習」、「土壌・水圏微生物学実験」、「保全生物学実
験」、「水理学演習」、「サイエンスライティング演習」、「化学実験Ⅰ」、「プログラミングⅠ」、「自然環境調査法」、「森林調査
法」、「他大学野外実習Ⅰ（集中）」、「他大学野外実習Ⅱ（集中）」、「生物多様性保全実習」、「地球環境調査法」からさらに4単位
選択
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